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◆本書は、私の東京大学、スポーツ振興センター、慶應義塾大学での経験と、そ

の間全国の国公私立大学の方々と共に活動し対話した蓄積をまとめたものである。
今後さらに大学を取り巻く困難な状況が予想される中で、大学経営の改善と大学職
員の成長のために役立つことを願って書かれている。特に、大学職員が力量を高め
その力を発揮することが今後の大学経営のあり方に決定的に重要であることから、
本書は大学職員の成長のための具体策を提案し、必要な基礎的な素養の獲得を支援
する本である。　　（略）
◆副題の「進化する大学」は、生物の歴史を見ても環境の激変に対応して進化した
ものは生存し、変化を拒否したり違う方向へ変化したものは淘汰されたことを思い
浮かべてつけた。「新段階のＳＤ」は、業務を通しての成長を基軸としつつ計画的
な人材育成・研修と自発的な自己学習の三者が一体として機能する新段階に入りつ
つあること、大学の進化と併行してＳＤも新段階に入ることなどを含意している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―著者 まえがきよりー
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   推薦の言葉　   知の森を動かす

　　　　　           　プロフェッショナルとしての職員とともに　
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（ご注文は FAX またはホームページから）

推薦の言葉　　　大学職員が変われば、大学は変わる。

　　　　　 　　　　　　職員の改革を志す、すべての方にお勧めしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　―東京大学前総長　小宮山　宏

国 立 大 学 法 人 化 を 契 機 と し た 大 学 経 営 と 大 学 職
員 の あ り 方 を 変 え る た め の 改 革 の 実 践 報 告 で あ
り、同 時 に 著 者 が 考 え 行 っ た こ と を 普 遍 化 し 論
理化した好著
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